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遼
東
の
鉄
鉱
が
漢
代
に
既
に
開
採
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
大
高
句
麗
に
う
け
つ
が
れ
、
又
契
内
時
代
に
於
い
て
も
盛
ん
に
採
煉
せ
ら
れ
て
い
た
と

。

巻

ム

、

す
れ
ば
、
そ
の
中
間
の
小
高
句
麗
時
代
に
於
い
て
も
や
は
り
採
煉
せ
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
予
浪
せ
ら
れ
る
。
遼
史
O
ノ
食
貨

志
・
坑
治
の
条
に

神
冊
初
平
湖
海
。
得
広
州
。

本
中
間
海
鉄
利
府
（
一
紘
一
一
甥
調
）
0

改
日
鉄
利
州
。

地
亦
多
鉄
。
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と
あ
る
。
此
れ
は
先
に
紹
介
し
た
史
料
で
あ
る
が
、
尚
よ
く
此
の
記
事
を
熟
読
す
る
に
、
此
の
鉄
利
州
の
採
鉄
は
小
高
句
麗
時
代
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
の
を
契
舟
が
州
と
共
に
事
業
を
も
引
継
い
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
行
聞
か
ら
酌
み
取
ら
れ
る
。
同
志
に
又

東
平
県
。
本
漢
嚢
平
県
故
地
。
産
鉄
卯
。
置
採
煉
者
三
百
戸
。
随
賦
供
納
。

巻
三

と
あ
り
、
同
書
八
地
理
志
・
東
京
道
・
同
州
・
東
平
県
の
条
に
も

東
平
県
。
本
漢
嚢
平
県
地
。
産
鉄
。
撮
戸
三
百
採
煉
。
随
征
賦
輸
。

と
あ
る
。
こ
れ
亦
先
に
紹
介
し
た
所
で
あ
る
。
此
の
東
平
県
は
右
地
理
志
・
同
州
の
条
に

同
州
o

帥
。
本
漢
嚢
平
県
地
。
湖
海
為
東
平
案
。
太
祖
置
州
。

と
あ
る
知
く
、
激
海
即
ち
小
高
句
麗
国
の
東
平
案
を
阿
保
機
が
県
に
改
め
、
そ
こ
に
同
州
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
察
が
ど
の
様

な
性
絡
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
此
れ
を
確
め
る
史
料
は
な
い
が
、
察
と
い
わ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
が
軍
事
的
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
又
此
の
案
が
県
に
改
め
ら
れ
た
所
か
ら
推
せ
ば
行
政
区
画
と
し
て
の
性
格
を
も
併
せ
有
し
て
い
た
と
見
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
案
は
文
字
通
り
に
軍
事
的
な
拠
案
と
し
て
そ
の
案
主
は
周
傍
一
定
地
区
の
治
安
防
衛
を
掌
る
が
、
併
せ
て
そ
の
地
区
の
行

政
を
も
掌
り
、
軍
事
と
民
政
と
の
府
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
察
主
の
所
管
区
域
を
も
案
と
呼
ん
で
い
た
も
の
と
解
せ
ら
れ

る
。
比
の
様
に
軍
府
と
民
政
府
と
を
兼
ね
、
同
時
に
そ
の
所
管
区
域
を
も
指
す
築
は
中
国
に
於
い
て
も
蕃
漢
雑
住
地
域
に
置
か
れ
て
お
り
、
宋

代
に
就
い
て
見
る
に
、
こ
う
し
た
案
の
行
政
府
と
し
て
の
格
式
は
大
は
県
格
、
小
は
郷
格
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
小
高
句
麗
の
案
の
格
式
を
中
国

巻

の
例
か
ら
推
測
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
妥
当
と
は
い
え
な
い
が
、
多
少
の
参
考
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。
遼
史
八
景
宗
紀
・
保
寧
八
年
九
月
辛
未

の
条
に東

京
統
軍
使
察
都
詳
隠
澗
奏
。
女
直
襲
帰
州
五
案
。
剰
掠
而
去
。

と
あ
っ
て
、
契
舟
の
帰
州
が
女
直
に
襲
わ
れ
、
そ
の
五
菜
が
剰
掠
せ
ら
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。
契
内
の
帰
州
は
小
高
句
麗
の
新
城
州
を
占
領
し

た
契
内
が
改
名
し
た
も
の
で
、
州
民
は
原
住
瀬
海
人
、
即
ち
小
高
句
麗
の
遺
民
で
あ
っ
問
。
右
記
事
に
依
れ
ば
帰
州
の
管
域
内
に
は
多
数
の
案



が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
延
い
て
は
契
内
が
小
高
句
麗
国
を
滅
し
、
そ
の
遺
制
を
継
承
し
て
原
住
民
を
統
治
し
た
州
の
管
下
は
多
数
の
築
に

分
れ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
む
東
平
案
も
や
は
り
そ
う
し
た
州
下
の
築
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
此
の
察
と
関
聯
し
て
考
う
べ
き
も
の
に
大
高

句
麗
以
来
の
城
が
あ
る
。
城
は
忽
・
鴨
虚
・
潜
宴
等
麗
語
の
音
訳
字
を
以
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
場
合
が
少
く
な
い
。
高
句
麗
の
城
は
寧
府
で
あ

る
と
共
に
行
政
府
で
も
あ
り
、
行
政
府
と
し
て
の
城
は
大
体
中
国
の
州
に
相
当
し
て
い
た
様
で
あ
る
。
漢
は
恐
ら
く
比
の
城
の
下
部
機
関
と
し

て
城
域
内
に
多
数
分
置
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
此
の
城
が
州
名
に
改
め
ら
れ
れ
ば
薬
は
州
下
の
機
関
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
城
が
州
に

改
め
ら
れ
る
際
は
州
下
の
機
関
は
県
と
な
る
。
案
と
県
と
の
関
係
は
よ
く
分
ら
な
い
が
重
要
な
案
は
城
が
州
に
改
め
ら
れ
る
と
県
に
せ
ら
れ
た

で
あ
ろ
う
。
東
平
案
は
そ
う
し
た
県
名
付
与
の
一
例
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
何
れ
に
し
て
も
東
平
県
が
東
平
案
の
原
住
湖
海
人
即
ち
小
高
句

麗
人
を
そ
の
ま
ま
引
継
い
で
置
い
た
県
で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
な
い
。
比
の
東
平
県
の
採
鉄
戸
三
百
も
恐
ら
く
比
の
原
住
小
高
句
麗
人
の
子
孫

で
、
小
高
句
麗
時
代
か
ら
採
鉄
に
従
事
し
て
お
り
、
そ
れ
が
契
舟
に
そ
の
ま
ま
利
用
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
小
高
句
麗
は
、
後
述
す
る
知

く
、
そ
の
南
隣
に
銀
州
を
置
き
銀
を
採
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
鉄
山
の
開
発
が
此
の
地
方
に
及
ん
で
い
た
と
し
て
も
何
ら
不
自
然
で
は
な

し、。
手
山
等
遼
陽
近
傍
が
契
舟
時
代
の
大
鉄
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
此
れ
亦
小
高
句
麗
時
代
か
ら
の
継
続
と
見
得
る
史

料
が
あ
る
。巻

三

｜

遼
史
七
地
理
志
。
上
京
道
・
儀
品
川
・
長
楽
県
の
条
を
見
る
に

長
楽
県
。
本
遼
城
県
名
。
太
祖
伐
南
海
。
遷
其
民
建
県
居
之
。
戸
四
千
。
内
一
千
戸
納
鉄
。

と
あ
る
。
此
の
記
事
に
就
い
て
も
先
に
紹
介
し
た
所
で
、
記
事
の
意
味
は
、
阿
保
機
は
遼
陽
（
東
平
郡
）
を
占
領
す
る
と
共
に
そ
の
郭
下
の
長

楽
県
（
後
に
遼
陽
県
と
改
名
）
の
原
住
湖
海
人
（
小
高
句
麗
人
）
を
欝
州
の
地
に
遷
し
て
同
名
の
県
を
置
き
、
県
民
の
う
ち
一
千
戸
の
者
を
し

て
鉄
を
納
め
し
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
納
鉄
と
は
先
の
東
平
県
の
例
か
ら
推
察
で
き
る
如
く
製
鉄
に
従
事
せ
し
め
て
い
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
の
鉄
鉱
が
何
処
の
産
で
あ
っ
た
か
は
判
ら
な
い
。
此
の
遷
徒
南
海
人
が
遼
陽
の
原
住
民
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
考
説
し
た
。
彼
等
が
鵠

小
高
句
麗
国
の
産
業
（
一
了
完
）

（日野）

四
九
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五。

州
で
製
鉄
に
従
事
せ
し
め
ら
れ
た
の
は
原
住
地
時
代
か
ら
そ
の
技
術
を
有
し
て
い
た
か
ら
に
相
違
な
い
。
即
ち
小
高
句
麗
国
時
代
か
ら
そ
の
首

都
遼
陽
で
は
製
鉄
が
行
わ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
そ
の
附
近
で
は
採
鉱
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
察
知
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

巻
七

続
資
治
通
鑑
長
編
九
大
中
祥
符
五
年
（
契
舟
・
聖
宗
の
開
泰
元
年
H

一
O
一
二
）
十
月
己
酉
の
条
に
引
載
せ
ら
れ
て
い
る
契
内
国
主
生
辰

慶
賀
使
王
曽
の
北
行
記
に

駈
o

過
烏
深
河
o

東
有
襟
州
。
因
河
為
名
o

又
過
木
斗
嶺
o

亦
名
渡
雲
嶺
o

長
二
十
塁
許
o

又
過
芹
菜
嶺
七
十
皇
。
至
柳
河
館
。
河
在
館

傍
。
西
方
有
鉄
冶
。
多
溺
海
人
所
居
。
就
河
漉
沙
石
錬
得
鉄
。
尚
海
俗
。
毎
歳
時
衆
会
作
楽
。
云
云
。

と
あ
っ
て
、
柳
河
館
の
湖
海
人
が
柳
河
で
砂
鉄
を
採
っ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
又
彼
等
の
習
俗
を
も
詳
述
し
て
い
る
。
そ
し
て
更
に

過
松
亭
嶺
。
甚
険
峻
。
七
十
里
至
打
造
部
落
館
。
有
蕃
戸
百
余
。
編
荊
為
能
。
鍛
鉄
為
兵
器
。

と
て
、
柳
河
館
の
向
う
に
は
峻
険
な
松
一
亭
嶺
が
あ
り
、
此
れ
を
越
え
れ
ば
打
造
部
落
館
に
出
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
右
の
柳
河
館
及
び
打
造

部
落
館
の
こ
と
は
大
中
祥
符
元
年
に
北
行
し
た
路
振
の
乗
鞄
録
に
も

H

O

中。

o

p

十
七
日
。
自
臥
如
館
東
北
行
。
至
拶
河
館
六
十
塁
略
十
八
日
過
額
河
館
東
北
行
。
至
部
落
館
八
十
塁
。
時
。
自
部
落
館
東
北
行
至

牛
仙
館
。
山
勢
平
漫
。
云
云
。

と
見
え
て
い
る
。
王
曽
と
路
振
と
の
北
行
路
は
同
じ
で
、
そ
の
路
順
及
び
柳
河
館
附
近
の
地
勢
を
考
え
る
に
、
彼
等
は
雄
州
よ
り
、
減
州
（
今
の

滋
県
）
幽
州
（
北
京
）
順
州
（
順
義
県
）
檀
州
（
密
雲
県
）
を
経
て
古
北
口
に
て
長
城
を
出
で
、
山
岳
の
多
い
道
を
北
に
進
み
、
総
州
の
西
方

で
烏
擦
河
を
渡
り
、
木
斗
嶺
（
渡
雲
嶺
）
芹
菜
嶺
等
を
越
え
て
柳
河
館
に
達
し
、
更
に
松
亭
嶺
の
険
を
越
え
て
打
造
部
落
に
入
っ
て
い
る
か
ら
、

柳
河
館
附
近
が
峻
嶺
に
挟
ま
れ
た
峡
谷
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
又
田
村
実
造
博
士
は
ミ
ユ
リ
師
の
説
を
引
い
て
此
の
柳
河
は
今
の
柳

｛悶
V

河
と
異
り
、
現
在
の
伊
遜
河
（
蟻
鳴
吐
河
）
を
指
し
、
柳
河
館
は
そ
の
左
岸
に
お
か
れ
た
駅
館
で
あ
ろ
う
と
説
か
れ
て
い
る
。
融
海
人
が
採
取

し
て
い
た
砂
鉄
は
此
の
峻
嶺
に
挟
ま
れ
た
渓
谷
を
流
下
す
る
柳
河
に
在
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
尚
右
に
述
べ
た
王
曽
・
路
振
の
北
行
路
は
そ
の

地
の
入
舟
使
臣
も
往
来
し
て
お
旬
、
い
わ
ば
遼
・
宋
聞
の
正
街
道
で
あ
っ
た
。
遼
史
雄
一
ニ
地
理
志
・
中
京
道
・
沢
州
の
条
に



太
祖
停
蔚
州
民
立
案
居
之
。
採
煉
陥
河
銀
冶
。
隷
中
京
留
守
司
。
開
泰
中
置
沢
州
。
有
松
亭
関
・
神
山
・
九
宮
嶺
・
石
子
嶺
・
機
河
・
撒

河
。
云
云
。

亭
関
・
石
子
嶺
・
議
河
が
あ
っ
た
と
あ
る
が
、

と
て
、
沢
州
の
陥
河
に
銀
を
産
し
、
阿
保
機
が
蔚
州
で
檎
え
た
漢
俸
が
そ
の
採
煉
に
従
事
し
て
い
た
と
あ
る
。
ま
た
此
の
沢
州
の
管
内
に
は
松

一
方
柳
河
館
と
打
造
部
落
館
と
の
聞
に
松
亭
嶺
が
あ
っ
た
こ
と
、
前
に
述
べ
た
如
く
で
あ
り
、

又
柳
河
は
機
河
に
注
ぐ
支
流
で
あ
り
、
更
に
乗
組
録
に
柳
河
館
よ
り
五
皇
に
し
て
石
子
嶺
を
過
ぎ
た
と
あ
る
か
ら
、
彼
是
照
合
す
る
に
、
沢
州

の
州
域
は
柳
河
館
を
含
む
一
帯
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
て
見
る
と
、
沢
州
域
内
柳
河
館
附
近
、
即
ち
遼
・
宋
間
交
通
幹
線
路
沿

い
の
地
に
は
銀
と
鉄
と
の
両
金
属
を
産
し
、
鉄
は
遷
徒
湖
海
人
が
、
銀
は
蔚
州
か
ら
の
漢
停
が
採
煉
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
様
に
考
え

巻、

て
遼
史
O
ノ
食
貨
志
・
坑
治
の
項
に

太
祖
伍
幽
蔚
。
師
還
次
山
麓
。
得
銀
鉄
卯
。
命
置
冶
。

と
あ
る
記
事
に
接
す
る
に
、
此
れ
が
沢
州
・
柳
河
館
の
銀
・
鉄
冶
の
設
置
を
指
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
ら
明
白
で
あ
る
。
契
舟
の
本

拠
と
幽
州
と
を
結
ぶ
交
通
幹
線
路
上
に
所
在
し
、
山
麓
に
位
置
し
、
銀
・
鉄
を
出
だ
す
等
、
状
況
は
両
者
全
く
一
致
し
て
い
て
そ
の
同
じ
も
の

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
又
遼
史
噌
太
祖
紀
・
第
五
年
の
条
に

三
月
。
次
深
河
。
刻
石
紀
功
ο

復
略
地
蔚
州
。
十
月
戊
午
。
置
鉄
冶
。

と
あ
る
が
、
此
の
鉄
冶
の
設
置
も
柳
河
館
鉄
冶
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
蔚
州
を
征
し
て
の
帰
り
途
で
例
の
幹
線
路
に
由
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
繰
河
に
関
聯
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
察
せ
ら
れ
る
。
阿
保
機
は
北
支
侵
略
の
行
軍
途
次
に
此
の
地
に
銀
・
鉄
の
鉱
産
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
置
冶
採
錬
を
命
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
柳
河
館
の
鉄
冶
は
阿
保
機
の
第
一
次
即
位
の
第
五
年
目
に
早
く
も
設
置
の
命
が
出

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
但
し
此
の
発
令
と
同
時
に
採
煉
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
別
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

先
掲
の
遼
史
・
地
理
志
・
沢
州
の
条
の
記
事
に
依
れ
ば
、
沢
州
の
銀
冶
に
於
い
て
採
銀
に
従
事
し
て
い
た
の
は
蔚
州
よ
り
投
致
し
た
漢
停
で

あ
る
。
阿
保
機
が
蔚
州
を
陥
れ
た
の
は
、
遼
史
噌
太
視
紀
・
神
冊
元
年
十
一
月
の
条
に

小
高
句
麗
国
の
産
業
っ
て
完
）

（
日
野
）

五



小
高
句
麗
国
の
産
業
つ
了
完
）

（
日
野
）

五

’円ド

攻
蔚
・
新
・
武
・
嬬
・
儒
五
州
。
斬
首
万
四
千
七
百
余
級
。
即
。
其
囲
蔚
州
。
敵
楼
無
故
自
壊
。
衆
軍
大
繰
乗
之
。
不
附
時
而
破
。
時
梁

及
呉
越
二
使
皆
在
意
。

と
あ
る
如
く
、
神
冊
元
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
沢
州
銀
冶
の
採
煉
が
盛
ん
と
な
っ
た
の
は
神
冊
二
年
以
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
尚

巻

三

ー

新
唐
書
九
河
東
道
・
蔚
州
管
下
飛
狐
県
の
条
に

恥
。
地
有
三
河
銅
冶
。
有
銭
官
。

と
あ
る
如
く
、
蔚
州
は
銅
を
産
し
、
銭
を
鋳
造
し
て
い
た
所
で
あ
り
、
阿
保
機
は
そ
の
工
人
を
遷
し
て
銀
を
採
煉
せ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
ο

遼

東
の
鉄
産
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
遼
陽
・
鉄
利
・
同
州
等
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
や
は
り
採
鉄
の
技
術
を
も
っ
原
住
揃
海
人
、
即
ち
小

高
句
麗
人
が
居
た
筈
で
、
柳
河
館
の
鉄
冶
に
遷
さ
れ
た
の
は
そ
う
し
た
経
験
技
術
者
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
阿
保
機
が
こ
れ
ら
遼
東
の
産
鉄
地

を
占
収
し
た
の
は
、
鉄
利
郡
が
神
冊
の
初
め
、
東
平
郡
（
遼
陽
）
が
神
冊
三
年
噴
で
あ
る
か
ら
、
柳
河
館
へ
の
遷
徒
も
そ
の
噴
で
あ
っ
た
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
此
の
時
期
は
銀
冶
の
神
冊
二
年
頃
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
恐
ら
く
銀
冶
・
鉄
冶
共
に
神
冊
二
三
年
の
頃
か
ら
採
煉
を
盛
ん
に

し
、
前
者
は
蔚
州
の
漠
人
、
後
者
は
遼
東
の
湖
海
人
、
即
ち
小
高
句
麗
人
の
停
遷
技
術
者
に
よ
っ
て
そ
の
盛
況
を
支
え
し
め
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
小
高
句
麗
国
時
代
の
遼
東
に
は
採
鉄
に
従
う
者
が
相
当
に
居
り
、
阿
保
機
は
そ
の
一
部
を
西
方
の
鉄
鉱
産
地
に
遷
し
て
領
内
の
製

鉄
振
興
を
は
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
小
高
句
麗
圏
内
に
於
け
る
採
鉱
の
状
況
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

柳
河
館
鉄
冶
に
隣
在
し
て
い
た
打
造
部
落
は
此
の
鉄
冶
で
得
た
鉄
を
以
て
鉄
器
の
打
造
に
従
っ
て
い
た
者
の
集
居
部
落
で
あ
ろ
う
。
打
造
の

中
心
は
兵
器
で
あ
っ
た
と
い
う
。
契
舟
の
武
力
的
大
発
展
に
必
要
と
せ
ら
れ
た
武
器
武
具
を
供
給
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
此
の
打
造
に
当
っ

て
い
た
宋
人
の
い
う
蕃
人
と
は
奨
人
で
あ
る
と
い
う
。
元
来
こ
の
地
方
は
奨
の
居
住
区
域
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
奨
人
は
早
く
か
ら
比
の
地
方
の

鉄
を
採
り
打
造
の
技
術
も
心
得
て
い
た
の
で
、
阿
保
機
は
兵
器
の
生
産
に
此
れ
を
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
阿
保
機
が
幽
・
蔚
南
征
の
途
次
、

こ
こ
に
鉄
の
出
る
こ
と
を
知
っ
た
の
も
奨
人
を
介
し
て
で
あ
ろ
う
。
太
祖
が
そ
の
即
位
の
五
年
に
初
め
て
鉄
冶
の
設
置
を
命
じ
た
時
、
そ
の
採

鉱
者
に
充
て
ら
れ
た
の
は
在
来
の
奨
人
で
、
此
の
時
の
鉄
冶
設
置
の
実
態
は
そ
れ
ま
で
採
煉
に
従
っ
て
い
た
柔
人
を
そ
の
ま
ま
契
舟
の
支
配
下



に
編
制
し
た
ま
で
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
神
間
年
聞
に
入
り
遼
東
を
侵
占
し
て
そ
こ
に
多
数
居
た
採
鉄
の
原
住
湖
海
人
、
即
ち
小
高
句
麗

人
を
此
所
に
移
し
、
採
鉄
を
盛
ん
に
す
る
と
共
に
、
在
来
の
奨
人
は
兵
器
打
造
に
廻
し
て
こ
れ
に
専
従
せ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
採
鉄
を
湖
海

人
、
そ
の
鉄
を
材
料
と
す
る
兵
器
打
造
を
奨
人
に
背
負
わ
せ
、
二
つ
の
民
族
に
分
掌
せ
し
め
た
の
は
、
重
要
な
兵
器
生
産
者
の
万
一
の
離
反
抵

抗
を
防
ぐ
用
意
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
要
す
る
に
、
契
舟
の
阿
保
機
の
鉱
政
の
中
に
小
高
句
麗
の
遣
民
を
採
鉄
振
興
に
活
用
し
た
あ
と
が
歴
然
と
窺
わ
れ
、
そ
れ
を
通
し
て

小
高
句
麗
時
代
に
於
け
る
遼
東
の
採
鉄
の
盛
況
が
偲
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
耶
律
羽
之
が
「
木
鉄
塩
魚
之
利
あ
り
」
と
い
い
、
鉄
を
遼
東
の
重
要

産
物
に
計
え
あ
げ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
事
実
に
立
つ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

巻
三

遼
東
に
は
豊
富
な
鉄
の
外
に
銀
も
産
出
し
て
い
た
。
遼
史
八
地
理
志
・
東
京
道
・
銀
州
の
管
下
新
興
県
の
条
に

新
興
県
。
本
故
越
喜
園
地
。
溺
海
置
銀
冶
。
嘗
置
銀
州
。

と
あ
る
。
即
ち
小
高
句
麗
国
が
銀
州
治
を
置
き
、
又
銀
冶
を
置
い
て
採
銀
し
て
い
た
地
が
契
内
の
銀
州
新
興
県
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
契
内

は
引
続
い
て
銀
州
を
置
い
て
い
た
が
、
そ
の
治
所
は
延
津
県
に
徒
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
州
の
条
に
郭
下
県
を
延
津
県
な
り
と
し
て

延
津
県
。
酔
。
境
有
延
津
故
城
o

更
名
。

と
あ
る
か
ら
、
延
津
県
は
小
高
句
麗
の
延
津
州
で
あ
っ
た
こ
と
、
但
し
契
舟
の
延
津
県
治
は
小
高
句
麗
の
延
津
州
治
を
少
し
離
れ
た
所
に
在
つ

た
こ
と
等
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
小
高
句
麗
時
代
に
は
延
津
・
銀
の
二
州
が
並
置
せ
ら
れ
、
銀
州
で
銀
を
採
っ
て
い
た
の
を
、
比
の
地
を
占
有
し

た
契
内
は
延
津
州
を
廃
し
、
銀
州
治
を
新
興
県
の
地
か
ら
延
津
州
の
故
地
に
慌
し
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
鉱
業
に
就
い
て
考
説
し
た
所
を
概
括
す
る
に
、
小
高
句
麗
国
時
代
に
於
け
る
遼
東
は
鉄
・
銀
等
の
鉱
業
が
営
ま
れ
、
特
に
鉄
は
夙
く

漢
代
に
開
発
せ
ら
れ
、
大
高
句
麗
国
に
引
継
が
れ
て
一
層
振
興
せ
ら
れ
て
い
た
の
を
、
小
高
句
麗
国
時
代
に
更
に
盛
ん
に
し
、
小
高
句
麗
国
を

滅
し
て
此
所
を
占
領
し
た
契
向
は
そ
れ
に
依
っ
て
武
力
的
大
発
展
に
必
要
と
し
た
武
器
・
武
具
の
充
足
を
は
か
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
此
の
小

高
句
麗
時
代
に
盛
況
を
示
し
た
鉄
鉱
業
こ
そ
は
そ
の
宗
主
国
湖
海
が
そ
の
国
勢
拡
大
の
為
に
要
し
た
鉄
材
の
最
大
供
給
地
た
る
役
割
を
果
し
て

小
高
句
麗
国
の
産
業
（
二
・
完
）

（
日
野
）

五



小
高
句
麗
国
の
産
業
つ
了
完
）

（
日
野
）

五
四

い
た
に
相
違
無
く
、
従
っ
て
そ
の
開
発
に
は
激
海
国
の
主
導
的
介
入
が
力
強
く
働
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
又
阿
保
機
の
小
高
句
麗
国
討

滅
が
此
の
鉄
資
源
と
そ
の
技
術
者
と
の
入
手
確
保
を
大
き
な
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
契
舟
が
小
高
句
麗
の
故
領
の
う
ち
特
に
遼
東
一
帯
だ

け
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
、
採
鉄
技
術
を
有
っ
た
原
住
民
を
領
内
他
地
方
の
産
鉄
地
に
分
遷
し
て
採
煉
に
当
ら
せ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
容
易
に

察
見
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

第

四

節

工

業

小
高
句
麗
国
の
工
業
に
就
い
て
は
鉄
工
業
・
木
材
工
業
・
織
物
工
業
等
に
関
す
る
若
干
の
史
料
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
関
係
史
料
の
極
端
に

少
い
小
高
句
麗
と
し
て
は
比
較
的
史
料
に
恵
ま
れ
た
分
野
と
い
え
る
が
、
然
し
そ
れ
も
比
較
的
に
止
ま
り
、
そ
の
絶
対
量
は
や
は
り
乏
少
と
い

う
外
な
い
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
諸
工
業
に
就
い
て
考
説
す
る
。

第

一

項

木

材

工

業

先
に
掲
げ
た
王
曽
の
北
行
録
の
続
文
に

「
自
松
亭
嶺
三
J

過
石
子
嶺
。
自
此
漸
入
山
。
七
十
里
｛
百
六
十
里
」
至
富
谷
館
。
民
居
多
造
車
。
云
勘
海
人
。
正
東
望
馬
雲
山
。
山
多
烏
獣
材
木
。

と
て
、
富
谷
館
に
遷
さ
れ
た
樹
海
人
が
附
近
に
在
る
馬
雲
山
の
豊
富
な
材
木
を
以
て
製
車
を
業
と
し
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。
王
曽
の
北
行
路

は
先
述
の
如
く
遼
宋
間
交
通
の
正
街
道
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
此
の
街
道
を
往
来
す
る
使
臣
や
商
旅
は
数
多
く
、
そ
の
携
行
運
搬
す
る
行
李
商
貨

も
頻
繁
多
量
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
此
の
街
道
上
の
）
要
地
に
松
亭
嶺
の
あ
っ
た
こ
と
が
上
文
の
原
註
に
よ
っ
て
確
め
ら
れ
る
が
、
遼
史

巻一一
聖
宗
紀
・
統
和
四
年
十
二
月
壬
辰
の
条
を
見
る
に

以
古
北
・
松
亭
・
撒
関
征
税
不
法
。
致
阻
商
旅
。
遣
使
鞠
之
。

と
あ
っ
て
、
比
の
松
亭
嶺
を
経
由
す
る
街
道
は
宋
遼
聞
の
商
人
物
貨
の
往
忠
伊
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
、
街
道
上
の
要
衝
に
あ
る
古
北
・
松
亭
・



検
閲
等
に
は
税
闘
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
税
収
は
契
舟
の
財
政
に
か
な
り
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
等
を
示
す
記
事
が
あ
り
、

こ
こ
に
い
う
時
代
は
遼
の
全
盛
期
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
状
況
は
必
ず
や
遼
初
以
来
の
発
展
の
結
果
に
相
違
な
く
、
契
舟
時
代
を
通
じ
て
此
の

大
勢
は
ほ
ぼ
持
続
せ
ら
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
宋
の
歳
幣
、
四
節
の
聴
報
贈
答
そ
の
他
両
国
家
聞
の
運
送
物
貨
の
み
を
考
え
て
も

か
な
り
の
数
量
に
上
る
が
、
比
れ
に
商
品
の
荷
動
き
を
加
え
考
え
る
と
、
そ
の
総
量
は
彩
し
い
も
の
に
な
る
。
此
れ
を
運
ぶ
陸
上
の
機
関
は
車

輔
・
駄
畜
で
あ
る
。
此
の
正
街
道
に
多
数
の
荷
車
の
需
要
が
続
い
て
い
た
こ
と
は
自
ら
明
か
で
あ
る
。
製
車
瀬
海
人
は
そ
の
為
に
此
の
沿
道
の

林
産
地
に
遷
さ
れ
、
こ
れ
を
業
と
し
て
い
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
比
の
製
車
融
海
人
は
採
鉱
湖
海
人
と
同
様
遼
東
の
原
住
民
、
即
ち

阿
保
機
に
滅
ぼ
さ
れ
た
小
高
句
麗
国
の
遺
民
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
が
浮
か
ん
で
く
る
。
若
し
果
し
て
然
ら
ば
、
右
記
事
は
小
高

句
麗
国
民
が
製
車
技
術
に
秀
で
て
い
た
こ
と
、
即
ち
製
車
工
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
史
料
と
な
る
。

巻
七

遼
史
五
耶
律
鐸
諌
伝
に

太
祖
為
子
越
。
常
居
左
右
。
後
即
位
。
梁
人
遣
使
求
鞍
軸
。
太
祖
難
之
。
鐸
環
日
。
梁
名
求
材
。
実
規
吾
軽
重
。
云
云
。

と
あ
る
は
先
に
紹
介
し
た
記
事
で
、
此
れ
が
遼
東
の
木
材
生
産
を
示
す
一
史
料
と
な
る
こ
と
は
そ
の
際
に
論
述
し
た
所
で
あ
る
が
、
遼
東
産
の

較
軸
材
が
中
国
に
ま
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
木
材
生
産
と
同
時
に
製
車
工
業
の
盛
大
を
も
示
す
も
の
と
い
え
る
。
較
材
を
求
め

ら
れ
た
時
代
は
阿
保
機
即
位
後
聞
の
な
い
頃
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
こ
れ
は
小
高
句
麗
国
時
代
に
於
い
て
製
車
工
業
の
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
史
料
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
様
に
見
て
く
る
と
、
先
の
富
谷
館
に
於
け
る
製
車
崩
海
人
を
以
て
遼
東
よ
り
の
遷
徒
で
あ
っ
た
と
見
る

こ
と
が
自
ら
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
契
舟
は
採
鉱
技
術
者
と
共
に
製
車
技
術
者
を
も
小
高
句
麗
国
の
遺
民
に
求
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

遼
東
地
方
に
於
け
る
陸
運
が
車
輔
・
駄
畜
に
依
っ
て
い
た
こ
と
は
契
舟
時
代
及
び
大
高
句
麗
時
代
に
適
証
が
あ
る
。
契
舟
と
同
盟
し
て
い
た

巻一

南
唐
の
使
臣
公
乗
錯
が
海
路
鎮
東
聞
に
渡
来
し
た
時
、
そ
の
陸
揚
げ
せ
ら
れ
た
行
李
は
、
陸
氏
南
唐
書
五
契
舟
伝
に

乃
宥
番
官
夷
離
畢
。
部
牛
車
百
余
乗
及
鞍
馬
。
沿
路
置
頓
。
云
云
。

と
あ
る
如
く
、
主
と
し
て
牛
車
と
鞍
馬
と
で
運
ば
れ
て
い
る
。
此
の
時
の
貨
物
は
犀
児
甲
一
万
領
そ
の
他
で
あ
っ
た
。
又
唐
の
貞
観
十
九
年
の

小
高
句
麗
国
の
産
業
（
ニ
・
完
）

（
日
野
）

五
五



小
高
句
麗
国
の
産
業
（
一
了
完
）

（
日
野
）

五
六

高
句
麗
征
伐
に
於
い
て
安
市
城
の
救
援
に
馳
せ
つ
け
た
高
句
麗
軍
を
破
斬
投
降
せ
し
め
た
唐
の
分
捕
品
は
牛
馬
各
々
五
万
、
光
明
甲
万
余
領
、

そ
の
他
器
械
多
数
に
及
ん
だ
こ
と
、
先
に
言
及
し
た
所
で
あ
る
。
此
の
牛
馬
各
五
万
も
、
そ
の
総
て
で
は
無
か
っ
た
に
し
て
も
、
甲
胃
そ
の
他

の
救
援
物
資
を
運
搬
す
る
車
駄
用
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
即
ち
遼
東
の
陸
上
運
送
が
車
輔
牛
馬
に
依
る
こ
と
は
大
高
句
麗
時
代
よ
り
小
高

句
麗
時
代
を
経
て
契
舟
時
代
に
至
る
ま
で
変
り
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
製
車
工
業
の
発
達
は
こ
う
し
た
牛
車
の
需
要
に
加
え
て
原
料
た
る
林
産

資
源
の
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
に
因
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

遼
東
の
製
車
技
術
が
秀
れ
て
い
た
こ
と
、
即
ち
製
車
業
の
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
車
の
需
要
が
多
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
は
運
送
物

貨
の
多
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
更
に
そ
れ
は
商
業
貿
易
の
繁
栄
に
繋
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
商
業
貿
易
に
就
い
て
は
更
め
て
述
べ

’－、。

中
れ
】
U
V嘗

て
詳
述
し
た
如
く
、
小
高
句
麗
国
時
代
、
遼
河
口
附
近
を
基
港
と
す
る
海
上
貿
易
が
大
い
に
栄
え
、
そ
の
商
舶
は
北
・
中
支
は
勿
論
、
遠

く
南
支
に
航
し
、
又
半
島
・
日
本
に
往
来
し
、
逆
に
此
れ
ら
誇
域
の
海
舶
も
渡
来
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
木
材
原
料
の
豊
富
と
相
倹
っ
て
造

船
業
を
も
発
達
せ
し
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
小
高
句
麗
国
時
代
の
造
船
業
を
窺
う
史
料
は
な
い
。
遼
史
に
契
舟
時
代
に
於

け
る
遼
東
の
造
船
に
関
聯
し
た
若
干
の
史
料
が
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
小
高
句
麗
国
時
代
に
結
び
つ
け
る
手
掛
り
が
な
い
の
で
此
所
に
は
省

略
す
る
。

第

二

項

金

属

工

業

小
高
句
麗
国
時
代
に
於
け
る
銀
鉄
鉱
業
の
盛
況
は
当
然
そ
れ
に
並
行
す
る
銀
鉄
工
業
の
発
展
を
聯
想
せ
し
め
る
が
、
実
際
に
は
此
れ
ら
の
金

属
工
業
の
発
達
を
示
す
文
献
史
料
は
無
い
。
先
に
述
べ
た
如
く
、
契
舟
の
柳
河
館
鉄
冶
の
湖
海
人
は
鉄
を
採
錬
す
る
の
み
で
、
こ
れ
を
原
料
と

す
る
器
具
の
製
作
は
そ
の
隣
近
に
在
っ
た
打
造
部
落
館
の
奨
人
で
あ
り
、
祖
州
の
遷
徒
湖
海
人
も
同
州
東
平
県
の
湖
海
人
も
共
に
納
鉄
戸
、
即

ち
製
鉄
業
者
で
あ
っ
て
、
器
具
の
製
作
者
で
は
な
い
。
鉄
利
州
の
激
海
人
等
に
就
い
て
は
所
伝
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
や
は



り
製
鉄
戸
で
あ
っ
て
工
作
戸
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
に
観
て
く
る
と
、
融
海
人
即
ち
小
高
句
麗
人
は
製
鉄
技
術
に
は
秀
で
て
い

た
が
工
作
に
は
必
ず
し
も
長
じ
て
い
な
か
っ
た
か
の
印
象
を
受
け
る
。
然
し
尚
よ
く
考
え
る
に
、
事
実
は
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
産
鉄
の
大
部

分
は
武
器
武
具
の
原
料
に
充
て
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
武
器
武
具
の
製
作
は
、
そ
れ
を
被
支
配
民
族
に
背
負
わ
せ
る
場
合
、

謀
反
の
危
険
の
大
き
な
民
族
に
委
ね
る
こ
と
は
つ
と
め
て
避
く
べ
き
で
あ
る
。
所
で
契
舟
領
土
内
に
含
ま
れ
て
い
た
種
々
の
民
族
中
、
最
も
反

抗
心
が
強
く
、
又
実
力
も
あ
っ
て
、
屡
々
強
力
な
叛
乱
を
作
し
た
の
は
湖
海
人
で
あ
っ
た
。
遼
州
湖
海
人
の
乱
、
黄
竜
府
激
海
人
燕
頗
の
叛
、

東
京
湖
海
人
大
延
琳
の
叛
乱
、
同
じ
く
高
永
昌
の
叛
乱
、
契
内
本
土
に
遷
さ
れ
て
い
た
湖
海
人
古
欲
の
叛
乱
等
、
強
力
な
叛
乱
事
件
の
み
で
も

五
指
を
屈
す
る
に
足
る
。
融
海
人
の
反
契
舟
感
情
が
い
か
に
激
し
か
っ
た
か
は
此
の
様
な
大
叛
乱
の
続
出
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

契
向
が
湖
海
人
に
製
鉄
を
行
わ
せ
な
が
ら
器
具
工
作
を
彼
等
の
手
か
ら
引
離
し
て
い
た
の
は
、
恐
ら
く
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
も
の
で
、
決
し

て
湖
海
人
即
ち
小
高
句
麗
国
遺
民
の
鉄
工
技
術
の
拙
劣
に
よ
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

大
高
句
麗
国
時
代
、
安
市
城
附
近
の
戦
に
唐
が
分
捕
っ
た
高
句
麗
の
甲
胃
だ
け
で
一
万
領
を
越
え
て
い
た
こ
と
は
、
大
高
句
麗
国
の
膨
大
な

鉄
工
業
生
産
力
を
窺
わ
し
め
る
が
、
そ
の
生
産
の
一
翼
を
荷
っ
て
い
た
の
は
遼
東
地
方
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
此
の
生
産
技
術
は
必
ず
や
小
高

句
麗
国
時
代
に
も
伝
え
ら
れ
、
融
海
国
の
支
配
の
下
に
そ
の
武
器
武
具
充
実
の
工
倣
的
役
割
を
負
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
此
の
地
方
の
重
要
産
業
で
あ
っ
た
木
製
車
も
そ
の
一
部
に
鉄
製
金
具
を
必
須
と
す
る
。
製
車
工
業
の
発
達
が
こ
う
し
た
鉄
工
業
に
助
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
無
い
で
あ
ろ
う
。
屡
々
引
用
し
た
如
く
、
契
舟
国
初
の
遼
東
通
第
一
人
者
を
以
て
知
ら
れ
た
耶
律
羽
之
が
小
高
句

麗
国
末
年
の
遼
東
を
「
地
桁
土
沃
。

工
業
・
鉄
工
業
等
の
盛
況
を
も
指
し
て
い
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

有
木
鉄
塩
魚
之
利
」
と
述
べ
て
い
る
「
地
初
土
沃
」
は
農
業
、
「
木
鉄
」
は
林
業
・
鉱
業
に
併
せ
て
木
材

第
三
項

織

物

工

業

満
鮮
の
地
は
北
支
と
共
に
麻
の
適
産
地
で
、
古
く
よ
り
麻
の
栽
培
、
麻
布
の
織
造
が
普
及
し
、
以
て
近
代
に
及
ん
で
い
る
。
朝
鮮
の
場
合
は

小
高
句
麗
国
の
産
業
（
二
・
完
）

（
日
野
）

五
七



小
高
句
麗
国
の
産
業
（
二
・
完
〉

（
日
野
）

五
i¥ 

省
略
し
て
専
ら
満
洲
を
取
上
げ
、
古
代
よ
り
金
時
代
に
及
ぶ
布
の
生
産
を
概
観
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
小
高
句
麗
時
代
の
布
の
生
産
を
窺
う
こ
と

と
す
る
。

満
洲
に
住
む
諸
族
の
内
情
を
梢
々
詳
し
く
伝
え
て
い
る
の
は
三
国
志
一
台
東
夷
伝
の
記
事
を
以
て
初
め
と
す
る
。
そ
こ
に
現
れ
る
通
古
斯
系

諸
族
の
う
ち
民
度
の
最
も
低
い
の
は
純
通
古
新
種
の
抱
宴
で
あ
る
が
、
同
伝
を
見
る
に

有
五
穀
・
牛
馬
・
麻
布

巻
九

と
あ
る
。
然
し
晋
書
七
粛
慎
氏
伝
に
は

粛
慎
氏
一
名
抱
婁
。
酔
。
無
牛
羊
。
多
畜
猪
。
食
其
肉
衣
其
皮
。
績
毛
以
為
布
。

と
あ
っ
て
、
牛
羊
は
居
な
か
っ
た
と
い
い
、
又
豚
皮
を
着
用
し
、
豚
毛
の
布
を
作
っ
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
。
満
洲
奥
地
の
古
代
純
通
古
斯
族

の
家
畜
は
馬
と
豚
と
が
主
で
、
牛
羊
は
絶
無
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、

そ
れ
に
近
か
っ
た
こ
と
は
紛
れ
な
い
様
で
、

「
無
牛
羊
」

は
一
般
論
と
し
て
見
れ
ば
正
し
い
所
伝
と
い
え
る
。
皮
義
と
績
毛
布
と
は
冬
の
、
麻
布
は
夏
の
主
衣
料
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
把
婁
の
住
域

は
豆
満
江
の
流
域
を
除
く
そ
れ
以
北
の
奥
地
で
あ
る
。

三
国
時
代
の
激
組
系
四
族
の
う
ち
民
度
の
最
も
高
か
っ
た
の
は
夫
余
で
、
高
句
麗
此
れ
に
次
ぎ
、
江
原
道
の
東
減
と
威
鏡
道
・
間
島
方
面
の

沃
視
は
比
較
的
民
度
が
低
か
っ
た
。
東
減
に
就
い
て
は
貌
志
の
同
伝
に

有
麻
布
。
謹
桑
作
綿
。

と
あ
る
。
ま
た
沃
祖
伝
に
は
そ
の
宗
主
国
高
句
麗
へ
の
貫
納
を
記
し
て

結
布
・
魚
塩
・
海
中
食
物
。
千
里
担
負
致
之
。

と
あ
り
、
沃
氾
の
布
は
結
布
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
額
は
沃
氾
の
種
族
名
で
あ
る
。
唐
代
に
猿
が
織
造
し
た
布
を
猿
布

と
い
っ
て
い
る
の
と
同
じ
呼
び
方
で
あ
る
。
猿
布
は
又
猿
麻
布
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
明
か
に
麻
布
で
あ
っ
た
。
猿
は
狩
布
を
も
産
出
し
て
い
た

が
、
こ
れ
は
蘭
千
布
と
呼
ば
れ
て
猿
布
即
ち
猿
麻
布
と
区
別
せ
ら
れ
て
い
た
。
猿
麻
布
が
猿
布
と
い
わ
れ
た
の
は
、
布
に
広
狭
二
義
の
用
法
が



あ
っ
て
、
狭
義
で
は
専
ら
麻
布
を
指
し
、
広
義
で
は
絹
以
外
の
一
切
の
衣
料
織
物
を
指
し
、
麻
布
を
指
す
布
の
使
用
が
頗
る
－
般
化
し
て
い
て

麻
布
は
多
く
単
に
布
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
因
る
。
結
布
も
猿
布
と
同
じ
く
麻
布
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
高
句
麗
と
夫
余
と
に
就

い
て
は
布
の
産
出
を
あ
げ
た
記
事
が
無
い
が
、
そ
れ
は
た
ま
た
ま
記
述
せ
ら
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
、
生
産
が
無
か
っ
た
為
に
記
さ
れ
な
か
っ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
。
夫
余
に
就
い
て
は
「
宜
五
穀
」
と
あ
っ
て
彼
等
が
農
業
を
主
生
業
と
し
て
い
た
こ
と
を
察
せ
し
め
る
と
共
に
、
「
在
国
衣

尚
白
、
白
布
扶
抱
棟
。
履
革
緒
」
と
あ
る
か
ら
、
多
く
白
麻
布
を
織
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
夫
余
の
本
拠
は
大
体
北
流
松
花
江
及
び
伊
通
河

巻
一

の
流
域
で
あ
る
。
降
っ
て
説
書
0
0高
句
麗
伝
を
見
る
に
、
世
祖
太
武
帝
（
四
回

o
l四
五
一
）
の
と
き
高
句
麗
の
首
都
平
譲
に
使
し
た
李
放

の
見
聞
を
伝
え
て

民
皆
土
着
。
随
山
谷
而
居
。
衣
布
由
市
及
皮
。
土
田
薄
埼
。
謹
農
不
足
以
自
供
。

と
あ
り
、
当
時
の
高
句
麗
人
が
布
・
吊
・
皮
を
着
て
い
た
と
い
い
、
又
輩
農
は
自
給
す
る
に
足
り
な
か
っ
た
と
も
い
っ
て
い
る
。
高
句
麗
勃
興

の
地
は
鴨
緑
・
修
佳
二
水
の
流
域
で
あ
る
が
、
長
寿
王
の
十
五
年
（
四
二
七
）
に
平
壌
に
遷
都
し
た
。
李
放
の
い
う
吊
の
生
産
は
此
の
平
壌
方

面
、
即
ち
楽
浪
郡
の
地
で
あ
っ
て
、
満
州
に
は
絹
は
産
し
な
か
っ
た
。
麻
布
は
全
土
に
産
し
た
と
見
え
て
惰
書
地
八
高
句
麗
伝
に

人
税
布
五
匹
・
穀
五
石
。
遊
人
則
三
年
一
税
。
十
人
共
細
布
一
匹
。

と
あ
る
如
く
、
税
納
品
に
穀
と
麻
布
と
を
用
い
て
お
り
、
そ
の
生
産
の
普
及
一
般
化
を
示
し
て
い
る
。
細
布
は
上
等
の
布
を
い
い
、
此
の
場
合

の
布
は
麻
布
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

巻
九

高
句
麗
に
次
い
で
満
洲
に
栄
え
た
湖
海
国
は
麻
布
の
－
大
産
地
で
、
こ
れ
を
圏
外
に
輸
出
し
て
い
た
。
冊
府
元
亀
七
一
外
臣
部
・
朝
貢
門
・

同
光
三
年
二
月
の
条
に

融
海
国
王
大
謹
譲
。
遺
使
義
理
。
貢
人
参
・
松
子
・
見
布
・
黄
明
・
細
布
・
詔
鼠
皮
被
一
・
梶
六
・
髪
・
靴
革
・
奴
子
二
。

と
あ
る
は
、
激
海
が
中
国
へ
の
貢
献
に
於
い
て
そ
の
所
産
の
布
を
重
要
な
一
品
目
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
例
で
あ
る
。
瀬
海
を
滅
し
た
契

舟
は
そ
の
故
領
の
遺
民
を
以
て
東
舟
国
を
置
き
、
こ
れ
を
契
舟
の
子
園
と
し
て
統
轄
し
、
本
国
に
対
し
て
歳
賦
を
納
入
せ
し
め
た
が
、
そ
の
納

小
高
句
麗
国
の
産
業
（
二
・
完
）

（日野）
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小

高

句

麗

国

の

産

業

（

二

・

完

）

六

O

入
の
色
額
は
遼
史
諸
七
義
宗
倍
伝
に
依
れ
ば
「
歳
貢
布
十
五
万
端
・
馬
千
匹
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
契
舟
国
志
酷
一
束
舟
王
伝
に
依
れ
ば
右
の

十
五
万
端
を
細
布
五
万
疋
、
題
布
十
万
疋
と
し
て
い
る
。
単
位
名
に
端
と
疋
と
の
違
い
が
あ
り
、
そ
の
何
れ
が
是
か
俄
か
に
判
定
し
か
ね
る

が
、
と
に
か
く
此
れ
ら
の
所
伝
に
よ
っ
て
潮
海
領
内
の
布
の
生
産
が
移
し
い
数
量
に
上
っ
て
い
た
こ
と
、
高
級
品
を
も
多
量
に
生
産
し
、
中
国

へ
の
貢
献
品
と
し
て
も
耽
か
し
く
な
い
程
の
良
品
さ
え
織
出
し
て
い
た
こ
と
等
が
知
ら
れ
る
。
新
唐
奮
の
樹
海
伝
の
名
産
を
あ
げ
た
中
に
「
顕

州
之
布
」
が
あ
る
。
此
れ
は
融
海
産
細
布
の
う
ち
で
も
特
に
良
品
と
し
て
中
国
に
ま
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
顕
州
は
瀬
海

が
最
初
に
都
し
た
所
で
あ
り
、
竜
州
に
遷
都
し
て
後
も
中
京
顕
徳
府
が
置
か
れ
て
い
た
所
で
あ
る
か
ら
、
溺
海
圏
内
の
政
治
的
・
文
化
的
一
中

心
地
と
し
て
の
地
位
を
占
め
、
恐
ら
く
支
配
層
の
高
級
消
費
需
要
に
応
じ
て
秀
れ
た
布
を
織
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
融
海
の
織
物
に
就
い
て
は

別
に
専
考
の
一
稿
を
組
ん
で
お
り
、
何
れ
発
表
す
る
考
え
で
あ
る
。

（日野）

激
海
が
滅
ん
だ
後
も
そ
の
故
地
に
於
け
る
布
の
生
産
は
頗
る
盛
ん
で
、
樹
海
人
の
あ
と
に
拠
っ
た
女
直
人
に
よ
り
そ
の
生
産
の
一
部
が
契
舟

巻
二

に
輸
出
せ
ら
れ
て
い
た
。
契
舟
国
志
二
四
至
隣
国
地
旦
遠
近
の
項
に
、
遼
東
半
島
に
拠
る
昌
蘇
館
女
直
の
産
物
を
あ
げ
て

所
産
。
人
参
・
白
附
子
・
天
南
星
・
夜
苓
・
松
子
・
瀦
苓
・
白
布
等
物
。

と
あ
り
、
蘇
子
河
流
域
か
ら
鴨
緑
・
修
佳
二
水
流
域
に
か
け
て
住
む
熟
女
直
の
契
内
に
対
す
る
輸
出
品
を
あ
げ
て

或
居
民
等
自
意
相
率
。
賓
以
金
・
吊
・
布
・
黄
蝋
・
天
南
星
・
人
参
・
白
附
子
・
松
子
・
蜜
等
諸
物
入
貢
北
蕃
（
膿
）
o

戎
於
辺
上
買
売
。

誌
却
帰
本
因
。
云
云
。

と
あ
り
、
布
が
女
直
の
主
要
産
物
の
一
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
尤
も
後
者
の
記
事
は
輸
出
品
と
あ
っ
て
産
出
品
と
は
な
い
が
、
前
者

の
記
事
と
対
比
す
れ
ば
産
出
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
容
易
に
察
見
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
但
し
前
者
に
無
く
、
後
者
に
の
み
見
え
る
吊
は
次
に
述

べ
る
生
女
直
の
産
物
に
も
無
く
、
ま
た
満
洲
が
輩
桑
不
育
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
し
て
、
女
直
自
ら
の
生
産
で
占
め
る
こ
と
は
疑
わ
し
く
、

恐
ら
く
高
麗
か
ら
輸
入
し
た
物
の
再
輸
出
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。

生
女
直
に
就
い
て
は
遼
史
拾
遺
鳩
に



頗
事
耕
芸
市
不
盤
桑
。
人
多
衣
布
。
仲
間
歳
以
北
珠
・
詔
草
・
名
馬
・
良
犬
為
責
。

と
あ
っ
て
、
重
桑
せ
ず
衣
布
す
と
伝
え
て
い
る
。
生
女
直
は
今
の
北
流
松
花
江
の
東
方
、
東
流
松
花
江
よ
り
豆
満
江
近
く
に
至
る
広
大
な
地
域

に
住
み
、
そ
の
戸
十
余
万
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
全
く
統
一
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
此
の
う
ち
阿
勅
楚
熔
河
流
域
の
生
女
真
か
ら
完
顔
阿
骨

打
が
出
て
遼
を
滅
し
金
を
建
国
し
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
契
舟
国
志
兆
一
天
性
常
紀
・
天
慶
四
年
秋
八
月
の
条
に
阿
骨
打
が
兵
を
あ

げ
て
遼
の
寧
江
州
を
攻
め
た
こ
と
を
記
し
、
統
い
て

先
是
。
州
（
寧
江
州
）
有
権
場
。
女
真
以
北
珠
・
人
参
・
生
金
・
松
実
・
白
附
子
・
蜜
蝋
・
麻
布
之
類
為
市
。

と
あ
り
、
麻
布
を
契
舟
に
輸
出
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
更
に
同
書
鳩
一
一
に
は
「
女
真
国
」
と
題
し
て

批
。
地
館
山
林
。
田
宜
麻
穀
。
土
産
人
参
・
蜜
蝋
・
北
珠
・
生
金
・
細
布
・
松
実
・
白
附
子
。
云
云
。

と
て
、
栽
麻
織
布
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
以
上
の
諸
記
事
を
総
合
す
る
に
、
遼
代
の
女
直
は
南
は
遼
東
半
島
の
易
蘇
館
部
か
ら
北
は
東
流
松

花
江
流
域
の
も
の
に
至
る
ま
で
生
熟
の
別
な
く
何
れ
も
栽
麻
織
布
し
て
自
給
す
る
外
、
契
内
に
盛
ん
に
輸
出
し
て
い
た
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
粗
布
・
細
布
の
大
量
産
出
と
そ
の
境
外
へ
の
輸
出
と
は
盛
国
湖
海
の
時
代
に
躍
進
し
た
産
業
の
名
残
り
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
見
る

を
得
ょ
う
。
吊
の
産
出
を
確
め
る
記
事
は
無
く
、
逆
に
不
輩
桑
の
所
伝
が
あ
っ
て
、
満
州
に
於
け
る
謹
桑
不
育
の
風
土
が
証
せ
ら
れ
て
い
る
。

尚
布
と
共
に
人
参
・
松
実
・
白
附
子
・
蜜
蝋
・
天
南
星
・
夜
苓
・
瀦
苓
等
の
諸
薬
材
が
女
直
諸
部
の
何
れ
に
も
産
出
し
て
そ
の
重
要
な
輸
出
品

遼
史
弛
六
食
貨
・
伍
商
の
条
に

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
薬
材
に
就
い
て
は
採
取
業
と
し
て
更
め
て
詳
考
す
る
。

枇
o

故
女
直
以
金
・
吊
・
布
・
蜜
機
・
設
楽
材
。
桝
o

来
易
於
遼
者
。
道
路
繊
一
属
。

と
あ
る
は
、
女
直
人
の
上
述
諸
品
の
遼
へ
の
輸
出
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
総
括
的
に
紋
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
満
洲
の
風
土
は
輩
桑
に
は
不
適
で
あ
っ
た
が
麻
の
栽
培
に
は
頗
る
適
し
て
い
て
、
満
洲
の
内
部
事
情
が
梢
々
詳
し
く
中

国
に
知
ら
れ
た
三
国
時
代
に
は
既
に
各
地
の
諸
族
何
れ
も
栽
麻
織
布
し
、
高
句
麗
を
経
て
湖
海
時
代
に
入
る
と
飛
躍
的
大
増
産
と
技
術
の
向
上

と
を
見
、
外
部
へ
の
輸
出
が
盛
ん
と
な
り
、
そ
れ
は
湖
海
の
滅
亡
後
も
長
く
女
直
に
継
承
維
持
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
見
て
く

小
高
句
麗
悶
の
産
業
（
二
・
完
）

（日野）
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小
高
句
麗
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日
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ムノ、

る
と
、
満
洲
の
最
先
進
地
区
で
あ
る
遼
東
南
満
の
一
角
に
拠
っ
た
小
高
句
麗
国
に
於
い
て
も
や
は
り
栽
麻
織
布
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
殆
ん

ど
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
此
の
こ
と
を
確
証
す
べ
き
史
料
を
列
挙
し
得
な
い
の
は
甚
だ
残
念
で
あ
る
が
、
此
所
に
有
力
な
参
考
と
な
る
の

は
、
遼
史
発
太
宗
紀
・
天
顕
五
年
三
月
辛
未
の
条
に

人
皇
王
厳
白
狩
。

と
あ
る
簡
単
な
一
句
で
あ
る
。
人
皇
王
と
は
東
舟
国
王
倍
の
こ
と
で
、
東
舟
国
は
一
昨
年
の
末
、
即
ち
天
顕
三
年
十
二
月
、
瀬
海
の
故
地
か
ら

小
高
句
麗
の
故
地
で
あ
る
遼
東
に
引
揚
げ
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
右
の
献
上
白
紛
布
は
遼
東
の
産
で
あ
る
。
白
狩
布
の
献
上
は
そ
れ
が
優
秀
な

細
狩
布
で
あ
り
、
且
つ
遼
東
の
代
表
的
な
名
産
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
更
に
そ
う
し
た
優
秀
技
術
の
背
景
と
し
て
狩
麻
布
の

一
般
製
織
の
普
及
発
達
が
あ
っ
た
こ
と
を
も
暗
示
し
て
い
る
。
上
来
所
述
の
満
洲
に
於
け
る
織
布
の
古
い
歴
史
と
そ
の
普
及
発
達
の
状
態
と
を

併
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
遼
初
に
於
け
る
遼
東
の
麻
布
及
び
貯
布
の
豊
富
な
生
産
は
充
分
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
恐
ら
く
漢
民

族
が
大
量
に
入
植
し
て
此
の
方
面
を
開
拓
し
た
先
秦
の
普
か
ら
大
高
句
麗
・
小
高
句
麗
時
付
を
経
て
益
々
普
及
発
達
し
、
以
て
契
舟
時
代
に
及

ん
だ
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

巻
二

歴
史
上
、
満
酬
に
絹
織
物
を
産
し
た
こ
と
を
確
め
得
る
の
は
新
唐
書
一
九
南
海
伝
の
名

産
を
あ
げ
た
中
に
「
竜
州
之
紬
」
と
あ
る
の
が
最
初
で
あ
る
。
但
し
威
鏡
道
以
南
の
地
は
藍
桑
に
適
し
、
半
島
に
入
り
込
ん
だ
通
古
斯
族
は
早

く
か
ら
絹
を
出
し
て
い
た
。
嶺
東
減
の
輩
桑
は
三
国
志
に
既
に
見
え
て
い
る
。
恐
ら
く
古
朝
鮮
の
漢
人
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
新
唐
書

の
融
海
伝
に
「
沃
州
（
威
興
）
之
綿
」
と
あ
る
が
、
此
の
綿
は
此
所
の
土
産
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、
更
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。
樹

海
伝
の
「
竜
州
（
東
京
城
）
之
紬
」
と
あ
る
紬
織
は
比
の
沃
州
の
綿
や
中
国
・
日
本
等
か
ら
輸
入
し
た
綿
や
紙
を
原
料
と
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
弱
。
遼
代
の
女
直
が
「
耕
芸
而
不
謹
桑
。
人
多
衣
布
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
紹
介
し
た
所
で
、
満
州
は
遼
代
に
至
る
も
尚
絹

物
は
産
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
様
に
契
舟
時
代
に
入
っ
て
も
満
洲
に
は
絹
織
物
が
出
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
小
高
句
麗
国
時
代
の
遼
東

も
絹
物
を
出
し
て
い
な
か
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
国
の
絹
綿
は
産
絹
国
で
あ
る
中
国
や
朝
鮮
半
島
か
ら
輸
入
す
る
外
無
か
っ
た
わ

絹
織
物
は
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



け
で
あ
る
。
遼
東
志
噌
物
産
の
項
に
桑
や
稲
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
明
代
に
は
そ
う
し
た
栽
培
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
満
測
南
部
が
桑
輩

に
絶
対
不
適
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
然
し
契
舟
以
前
に
そ
れ
が
重
要
な
産
業
と
な
っ
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
尚
満
州

の
絹
織
に
就
い
て
は
契
舟
以
前
を
中
心
と
し
て
別
に
詳
考
し
て
い
る
の
で
、
更
め
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
御
寒
の
綿
が
産
出
し
な
か
っ
た

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
輸
入
に
仰
ぐ
か
、
皮
毛
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
先
に
紹
介
し
た
如
く
晋
書
の
粛
慎
氏
伝
に
は
当
時
の
担
宴
が
豚
毛
を
以
て

衣
料
を
織
っ
て
い
た
と
あ
る
が
、
そ
の
後
の
史
書
に
は
毛
織
物
衣
料
に
就
い
て
伝
え
た
記
事
は
見
出
せ
な
い
。
毛
皮
に
就
い
て
は
狩
猟
の
問
題

と
し
て
後
文
に
更
め
て
考
説
す
る
。第

五
項
塩

業

塩
の
生
産
地
は
自
然
条
件
に
よ
っ
て
自
ら
制
限
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
人
体
に
取
っ
て
は
歓
く
こ
と
の
で
き
な
い
栄
養
で
あ
る
。
も
し
岩
塩
の

産
や
塩
沢
の
な
い
大
陸
奥
地
で
は
そ
の
供
給
を
遠
く
海
岸
に
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
塩
は
特
定
の
産
地
か
ら
遠
地
に
販
運
せ
ら
れ
、

遠
隔
地
間
商
業
の
重
要
な
商
品
と
し
て
夙
く
か
ら
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
漢
代
に
早
く
も
そ
の
専
売
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
唐
宋
財

政
が
塩
専
売
に
最
も
大
き
く
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
阿
保
機
の
勃
興
が
塩
沢
の
聾
断
に
結
び
つ
け
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
、
未
開
・
文

明
何
れ
の
民
族
た
る
を
問
わ
ず
、
塩
が
経
済
的
に
至
重
な
商
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
伝
は
豊
富
で
あ
る
。
所
で
沙
漠
・
草
原
の
地
に
は
所

々
に
塩
沢
が
あ
り
、
又
岩
塩
も
出
る
が
、
満
州
の
湿
潤
密
林
地
帯
に
は
存
在
せ
ず
、
内
奥
地
の
需
要
は
遠
く
海
塩
の
補
給
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
塩
を
求
め
得
な
い
奥
地
の
未
開
族
は
灰
汁
よ
り
塩
分
を
補
っ
て
い
た
と
の
所
伝
も
あ
り
、
塩
へ
の
需
要
は
切
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と

察
せ
ら
れ
る
。
遼
東
の
海
塩
需
要
を
充
す
産
地
は
い
う
ま
で
も
な
く
潮
海
湾
を
お
い
て
外
に
な
い
。

湖
海
湾
の
河
北
沿
岸
は
北
支
内
陸
へ
の
供
給
塩
産
地
と
し
て
早
く
よ
り
塩
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
唐
代
の
治
州
は
そ
の
一
大
中
心
で
、
清
池

県
・
塩
山
県
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
長
藍
県
の
塩
も
亦
永
く
清
朝
ま
で
有
名
で
あ
る
。
唐
代
の
権
塩
法
が
安
禄
山
の
乱
に
際
し
此
の
治
州
の
塩

利
を
討
賊
の
財
源
に
充
て
ん
と
し
た
こ
と
か
ら
創
ま
っ
た
こ
と
は
嘗
て
詳
考
し
た
如
く
で
あ
弱
。
旧
五
代
史
玲
「
劉
守
光
伝
に
、
幽
州
に
拠
つ

小
高
句
麗
園
の
産
業
ハ
一
了
完
）

（
日
野
）
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六
回

て
燕
国
を
建
て
た
彼
の
自
力
を
誇
っ
た
言
を
載
せ
て

我
大
燕
。
地
方
二
千
里
。
帯
甲
三
十
万
。
東
有
魚
塩
之
館
。
北
有
塞
馬
之
利
。
云
云
。

と
あ
る
。
五
代
燕
国
の
財
源
が
融
海
湾
の
塩
利
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

満
州
側
に
於
て
も
そ
の
背
陸
の
需
要
に
支
え
ら
れ
て
湖
海
湾
の
塩
業
は
夙
く
か
ら
開
け
て
い
た
。
漢
書
雄
一
一
地
理
志
を
見
る
に
、
遼
束
郡
の

平
郭
県
、
遼
西
郡
の
海
陽
県
に
は
共
に
塩
官
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
満
洲
に
於
け
る
漠
人
勢
力
の
後
退
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
地
理
志
的

産
塩
記
事
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
行
く
が
、
高
句
麗
占
領
下
に
於
い
て
も
塩
業
は
続
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
先
に
掲
げ
た
耶
律
羽
之
の
遼
東
に

就
い
て
述
べ
た
言
に
「
木
鉄
塩
魚
之
利
」
と
あ
る
塩
の
利
と
は
此
の
湖
海
湾
の
塩
利
を
指
し
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
瀬
海
湾
の
産

塩
は
遼
河
の
本
支
流
に
沿
っ
て
速
く
内
奥
に
ま
で
運
ば
れ
て
い
た
害
で
、
そ
の
一
部
は
恐
ら
く
湖
海
国
領
内
の
長
嶺
府
や
顕
徳
府
方
面
に
ま
で

及
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
小
高
句
麗
国
時
代
に
於
け
る
融
海
湾
の
塩
業
は
圏
内
の
需
要
の
み
な
ら
ず
湖
海
領
内
の
需
要
に
も
応
じ
、
そ

う
し
た
広
域
需
要
に
立
っ
て
盛
況
を
得
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
六
節

狩
漁
・
牧
畜
・
採
取
業
等

小
高
句
麗
国
の
狩
漁
・
牧
畜
・
採
取
業
等
に
関
す
る
所
伝
記
事
は
な
い
。
ー
従
っ
て
此
れ
ら
の
諸
産
業
を
文
献
に
よ
っ
て
論
述
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
然
も
大
勢
的
に
見
て
此
れ
ら
の
産
業
が
頗
る
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
殆
ん
ど
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
以
下
、
此
れ
ら
持

産
業
の
大
勢
的
考
説
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
項

狩
猟
・
漁
携

満
洲
の
歴
史
に
登
場
し
て
来
る
通
古
斯
系
詩
族
は
古
今
を
通
じ
て
猟
農
兼
営
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
大
過
な
い
。
但
し
比
の
猟
農
兼
営
も
此
れ

を
詳
し
く
い
う
な
ら
ば
、
狩
漁
と
農
耕
と
の
生
業
と
し
て
の
比
重
が
そ
の
民
度
の
高
低
に
応
じ
て
相
当
著
し
く
違
っ
て
い
た
。
民
度
の
低
い
も



の
ほ
ど
狩
漁
の
比
重
が
大
き
く
、
民
度
の
向
上
す
る
に
連
れ
代
っ
て
農
耕
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
最
も
原
始
的
な
部
族
は
殆
ん
ど
狩

漁
に
衣
食
を
仰
ぎ
農
耕
に
は
力
を
入
れ
て
い
な
い
が
、
そ
う
し
た
段
階
の
部
族
は
歴
史
的
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
居
ら
ず
、
大
抵
の
場
合
、

歴
史
的
に
活
躍
し
た
勢
力
と
政
治
的
又
は
経
済
的
交
渉
を
も
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
わ
ず
か
に
そ
の
名
を
史
ょ
に
残
し
て
い
る
程
度
に
す
ぎ
な

い
。
然
し
そ
う
し
た
低
段
階
の
部
族
も
一
度
び
先
進
農
耕
部
族
と
交
渉
を
有
ち
そ
の
影
響
を
受
け
る
と
、
武
力
を
以
て
先
進
地
に
侵
入
す
る

か
、
又
は
白
居
の
地
の
農
耕
を
高
め
る
か
、
何
れ
に
し
て
も
農
耕
重
心
へ
の
移
行
に
つ
と
め
、
時
に
は
迅
速
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
歴
史
の

舞
台
に
自
ら
躍
り
出
て
活
動
し
た
部
族
は
殆
ん
ど
例
外
な
く
農
耕
を
採
入
れ
て
お
り
、
且
つ
そ
の
発
展
と
共
に
そ
の
経
済
生
活
の
重
心
を
農
業

に
移
向
し
、
従
っ
て
狩
漁
の
占
め
る
生
業
と
し
て
の
比
重
を
相
対
的
に
低
減
し
て
い
る
。
然
し
在
満
通
古
新
族
は
史
上
に
最
も
発
展
活
躍
の
跡

を
残
し
た
者
で
さ
え
も
終
に
狩
漁
を
棄
て
て
農
業
一
本
に
ま
で
進
む
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
中
国
に
侵
入
移
住
し
て
所
調
華
化
し
た
も
の
は
別

と
し
て
、
満
洲
内
に
在
住
す
る
限
り
、
狩
漁
か
ら
離
れ
て
農
業
一
本
に
進
ん
だ
も
の
の
例
は
な
い
。
大
高
句
麗
・
湖
海
等
の
史
上
に
強
国
の
名

巻
二

を
残
し
た
も
の
さ
え
皆
然
り
で
あ
る
。
新
唐
書
一
九
瀬
海
伝
に
、
東
海
の
盛
国
と
一
抱
わ
れ
た
此
の
国
の
名
産
を
あ
げ
て
、
稲
・
鉄
・
布
・
綿
・

紬
等
の
農
工
業
品
と
鹿
・
蒐
・
鯛
・
昆
布
等
の
狩
漁
品
を
並
べ
て
い
る
の
は
、
上
述
の
見
解
の
一
証
と
い
え
よ
う
。

満
洲
通
古
斯
族
の
生
業
に
就
い
て
此
の
様
に
歴
史
的
大
勢
を
通
観
し
て
か
ら
小
高
句
麗
国
民
の
場
合
を
考
え
る
な
ら
ば
、
彼
等
が
既
に
農
耕

中
心
に
移
行
し
て
い
て
在
満
通
古
斯
族
と
し
て
は
民
度
の
最
も
向
上
し
て
い
た
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
尚
狩
漁
を
生
業
の
一
要
素
と
し
て
い

た
こ
と
は
寧
ろ
進
ん
で
認
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
住
民
の
個
々
に
就
い
て
い
え
ば
農
工
業
専
営
の
者
も
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
国
家
の
行
政

整
備
と
共
に
そ
う
し
た
専
業
者
が
意
識
的
に
創
り
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
国
民
全
般
の
生
業
と
し
て
見
渡
す
な
ら
ば
狩

漁
が
見
逃
し
得
な
い
生
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
遼
河
流
域
が
森
林
の
蔽
う
所
多
く
良
材
の
産
に
富
ん

で
い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
此
の
地
方
の
森
林
が
大
い
に
切
り
開
か
れ
る
の
は
明
以
後
で
あ
る
と
い
う
。
森
林
の
繁
る
所
に
烏

獣
が
多
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
契
向
の
富
谷
館
に
遷
さ
れ
た
造
車
融
海
人
が
使
用
し
て
い
た
木
材
の
供
給
地
は
近
在
の
馬
雲
山
で
あ
る

が
、
此
の
馬
雲
山
に
就
い
て
先
掲
の
王
曽
の
北
行
録
は
「
山
多
鳥
獣
木
材
」
と
記
し
、
森
林
と
鳥
獣
繁
殖
と
の
関
係
を
現
実
に
即
し
て
証
明
し

小
高
句
麗
国
の
産
業
（
二
・
完
）

（日野）
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て
い
る
。
現
在
と
違
っ
て
当
時
の
遼
河
流
域
は
良
好
な
狩
猟
場
で
あ
っ
た
と
解
し
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
東
方
の
蘇
子
河
流
域

に
は
更
に
好
猟
場
が
多
く
、
従
っ
て
獲
物
も
豊
富
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

満
州
の
野
獣
は
大
は
虎
か
ら
小
は
兎
に
至
る
ま
で
種
類
も
量
も
豊
富
で
、
美
味
な
鹿
も
多
か
っ
た
こ
と
が
散
見
す
る
史
料
に
よ
っ
て
窺
わ
れ

る
が
、
大
量
に
獲
れ
、
然
も
満
洲
か
ら
の
輸
出
品
の
中
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
点
に
於
い
て
注
目
す
べ
き
も
の
は
詔
鼠
皮
・
青
鼠
皮
で

あ
る
。
遼
東
で
の
獲
物
も
大
同
小
異
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
輸
出
品
と
し
て
の
毛
皮
・
革
等
に
就
い
て
は
更
め
て
詳
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

漁
掛
に
就
い
て
は
先
に
掲
げ
た
耶
律
羽
之
の
言
に
「
木
鉄
塩
漁
之
利
」
と
あ
る
有
力
な
史
料
に
よ
っ
て
そ
の
産
業
と
し
て
の
重
要
性
が
確
認

せ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
主
と
し
て
崩
海
湾
の
漁
業
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
通
古
斯
族
の
う
ち
沿
海
に
住
む
も
の
は
海
上
漁
業
に

早
く
よ
り
活
躍
し
た
歴
史
を
有
っ
て
い
る
。

日
本
海
沿
岸
の
者
が
東
減
・
沃
況
や
担
婁
・
払
浬
・
号
室
等
、
減
額
系
・
純
通
古
斯
系
の
別
無

く
、
又
三
国
の
昔
よ
り
惰
唐
に
至
る
ま
で
、
魚
・
海
獣
・
海
草
等
を
漁
っ
て
そ
の
一
部
を
輸
出
し
、
遠
く
中
国
に
ま
で
貢
献
し
て
い
た
こ
と
は

史
に
明
伝
が
あ
る
。
然
し
沿
海
居
住
者
は
全
通
古
斯
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
大
部
分
の
者
は
内
陸
に
住
ん
で
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
内
陸
居
住
の

者
に
取
っ
て
は
河
川
沼
湖
の
漁
携
は
や
は
り
重
要
な
生
業
と
な
っ
て
い
た
。
通
古
斯
族
の
来
落
が
多
く
渓
谷
を
流
れ
る
河
川
に
沿
っ
て
点
在
し

て
い
た
の
は
、
彼
等
が
農
耕
・
狩
猟
と
共
に
河
川
の
漁
携
を
重
要
な
生
業
の
一
と
し
て
い
た
こ
と
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
。
彼
等
の
生
活
形
態

が
史
に
「
水
に
食
う
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
場
合
の
あ
る
の
は
此
の
様
な
事
情
に
よ
る
の
で
あ
る
。
遼
東
の
小
高
句
麗
国
人
も
恐
ら
く
瀬
海
湾

漁
業
の
外
に
河
川
の
淡
水
漁
業
に
も
働
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
然
し
小
高
句
麗
の
漁
業
は
住
民
の
食
を
充
す
よ
に
は
重
要
で
あ
っ
た
に
し
て

も
、
そ
の
漁
獲
品
も
し
く
は
そ
の
加
工
品
が
国
際
商
品
と
し
て
貿
易
上
、
延
い
て
は
政
治
上
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
と
見
る
べ
き
史
料

乃
至
事
情
は
見
出
せ
な
い
。

小
高
句
麗
の
狩
漁
を
考
え
る
に
当
っ
て
特
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
そ
の
民
族
構
成
で
あ
る
。
此
の
国
の
住
民
が
高
句
麗
人
系
、
即

ち
遼
史
に
い
う
溺
海
人
を
核
と
し
、
そ
れ
に
女
直
が
相
当
有
力
に
入
住
し
来
り
、
且
つ
大
い
に
蔓
延
し
つ
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
詳
述
し
た
如
く

で
あ
る
。
上
来
論
述
し
た
所
は
主
と
し
て
高
句
麗
人
系
に
就
い
て
で
あ
る
が
、
此
の
部
門
の
生
業
に
就
い
て
は
女
直
人
を
度
外
視
す
る
こ
と
が



で
き
な
い
。

小
高
句
麗
圏
内
の
女
直
人
と
し
て
最
も
早
く
文
献
に
現
れ
、
且
つ
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
は
威
州
方
面
の
遼
史
に
い
う
北
女
直
で
あ

る
。
彼
等
は
民
度
高
く
、
契
舟
時
代
に
は
明
か
に
農
耕
に
重
心
を
置
い
て
い
た
熟
女
直
で
あ
り
、
此
の
農
耕
重
心
の
生
活
は
少
く
と
も
小
高
句

麗
末
年
に
於
い
て
既
に
い
い
得
る
所
で
あ
っ
た
こ
と
、
先
に
考
説
し
た
如
く
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
に
し
て
も
溺
海
人
に
比
す
れ
ば
民
度
が
低
か

っ
た
こ
と
は
、
先
に
論
述
し
た
融
海
人
と
女
直
人
と
の
区
別
に
照
し
て
明
か
で
あ
る
。
激
海
人
に
比
し
て
民
度
が
低
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
生
業
と
し
て
の
農
業
の
比
重
が
軽
く
、
狩
漁
の
比
重
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
想
わ
し
め
る
。
彼
等
が
部
族
生
活
を
営
み
、
州
県
的
統

轄
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
事
実
は
彼
等
の
農
耕
民
化
が
州
県
下
に
置
か
れ
て
い
た
湖
海
人
よ
り
も
後
れ
て
い
た
一
証
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
そ

れ
だ
け
狩
漁
の
比
重
が
重
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
女
直
人
が
狩
漁
を
重
要
な
生
業
と
し
て
い
た
こ
と
は
殆
ん
ど
今
日
の
学
界
に
於

け
る
常
識
で
、
こ
こ
に
紫
説
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
北
女
直
以
外
の
小
高
句
麗
内
の
女
直
、
即
ち
遼
東
半
島
の
易
蘇
館
女
直
、
蘇
子
河
流
域
の

女
直
等
も
や
は
り
同
じ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
小
高
句
麗
圏
内
に
入
住
し
た
こ
れ
ら
の
女
直
は
民
度
の
高
い
潮
海
人
系
の
影
響
を
感
受
し
て
急

速
に
農
耕
化
の
道
を
進
み
つ
つ
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
然
し
そ
れ
も
満
洲
内
に
在
る
限
り
狩
漁
か
ら
脱
し
て
農
耕
一
本
の
生
活
に
は
入
り
得
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

第

二

項

牧

畜

満
洲
通
古
斯
族
の
生
活
に
於
い
て
牧
畜
は
古
来
重
要
な
生
業
と
な
っ
て
い
る
が
、
西
方
の
遊
牧
民
族
に
於
け
る
様
な
絶
対
的
な
も
の
で
は
な

い
。
民
度
の
低
い
部
族
は
狩
漁
に
兼
ね
て
農
牧
を
行
い
、
民
度
の
高
い
者
は
農
牧
に
兼
ね
て
狩
漁
を
行
い
、
何
れ
に
し
て
も
牧
畜
を
併
せ
行
つ

て
い
る
。
そ
の
主
た
る
家
畜
に
就
い
て
は
歴
史
的
に
、
又
そ
の
民
度
の
高
低
に
応
じ
て
相
違
変
化
の
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

三
国
よ
り
南
北
朝
に
至
る
聞
の
文
献
に
依
る
に
、
純
通
古
斯
系
・
減
額
系
・
東
胡
乃
至
蒙
古
系
等
の
聞
に
は
共
通
の
家
畜
と
然
ら
ざ
る
も
の

と
が
あ
っ
た
様
に
見
受
け
ら
れ
る
。
詳
確
な
こ
と
は
動
物
学
の
知
識
を
得
た
上
で
専
考
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
正
史
等
か
ら
窺
わ
れ
る
大
様
を

小
高
句
麗
国
の
産
業
（
二
・
完
）
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述
べ
る
と純

通
古
斯
系
。
豚
を
食
用
と
し
、
馬
を
有
す
る
が
、
牛
羊
を
有
た
な
い
。

減
額
系
。
豚
を
食
用
と
し
、
牛
馬
共
に
有
す
る
が
、
羊
を
有
た
な
い
。

東
胡
等
遊
牧
系
。
羊
を
食
用
と
し
、
牛
馬
共
に
有
す
る
が
、
豚
が
重
要
で
あ
っ
た
様
子
は
窺
え
な
い
。

此
の
相
違
は
自
然
的
な
諸
条
件
、
即
ち
彼
等
の
住
域
の
山
林
性
や
草
原
性
の
相
説
、
そ
れ
に
出
国
す
る
住
民
生
活
の
相
違
等
に
聯
闘
が
あ
る
と

そ
の
詳
考
は
割
愛
す
る
。
純
通
古
斯
と
減
額
と
の
聞
に
於
け
る
右
の
相
違
は
南
北
朝
よ
り
陪
の
頃
に
至
る
も
尚
残
存
し
、
北

、‘‘，，，
噌
止（
 

(3) (2) 
思
わ
れ
る
が
、

現
時
代
の
勿
吉
は
農
耕
経
済
の
基
盤
に
立
つ
強
大
な
勢
力
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
純
通
古
斯
系
と
し
て
牛
を
有
た
ず
、
牛
耕
に
依
ら
ず
し
て

偶
概
し
て
い
る
。
そ
し
て
此
の
純
通
古
斯
と
減
額
と
の
住
域
は
大
高
句
麗
時
代
か
ら
湖
海
の
初
め
頃
ま
で
、
純
通
古
斯
を
北
、
減
額
を
南
と
し

て
別
地
域
に
分
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
純
通
古
斯
系
が
女
直
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
、
此
れ
が
減
額
系
の
住
域
内
に
南
下
蔓
延
し
て
共

住
状
態
に
移
っ
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
住
域
の
変
化
は
当
然
そ
の
家
畜
の
上
に
も
変
化
を
賀
し
た
も
の
と
想
わ
れ
る
。
後
世
の
女
直
は
牛
耕

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
此
の
女
直
の
南
下
、
減
額
系
と
の
共
住
と
い
う
新
な
生
活
環
境
の
も
と
に
生
じ
た
変
化
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

満
州
通
古
斯
族
の
馬
は
北
方
純
通
古
斯
族
所
産
の
も
の
が
大
型
の
良
馬
で
、
特
に
黒
水
女
直
の
馬
は
黒
水
馬
と
し
て
そ
の
名
声
を
中
国
に
ま

で
一
訟
わ
れ
て
い
た
。
南
満
の
馬
は
嬢
小
型
で
、
特
に
果
下
馬
と
呼
ば
れ
る
愛
玩
用
の
小
馬
が
特
産
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
高
麗
史
で
は
女
直

が
高
麗
に
輸
出
す
る
馬
に
就
い
て
良
馬
・
土
馬
等
の
区
別
を
附
し
て
い
る
が
、
土
馬
は
高
麗
境
外
の
南
満
小
型
の
馬
、
良
馬
は
北
方
種
の
馬
を

い
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
満
洲
通
古
新
系
の
家
畜
関
係
を
以
上
の
如
く
概
観
し
た
上
で
小
高
句
麗
の
家
畜
を
考
え
る
に
、
折
角
の
概
観

を
予
備
知
識
と
し
て
役
立
て
得
る
だ
け
の
手
掛
り
史
料
さ
え
も
見
出
せ
な
い
。
然
し
上
述
の
限
り
を
以
て
推
測
す
る
も
、
牛
馬
豚
が
重
要
な
家

畜
で
あ
り
、
豚
は
食
用
、
牛
は
耕
作
・
牽
車
用
、
馬
は
戦
闘
・
駄
載
用
に
充
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
貞
観
十
九

年
の
高
句
麗
遠
征
に
於
い
て
唐
が
遼
東
の
安
市
城
附
近
の
戦
勝
で
挙
げ
た
捕
獲
の
中
に
牛
馬
各
五
万
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
た
と
え
そ
の

総
て
が
現
地
調
達
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
大
部
分
は
遼
東
近
傍
の
も
の
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
か
ら
、
遼
東
に
於
け
る
牛
馬
の
豊
富
な
保



有
量
を
知
る
有
力
な
参
考
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

又
契
舟
時
代
に
も
遼
東
で
の
物
資
運
搬
に
車
駄
用
の
牛
が
大
量
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
示
す
事
例
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
所
で
為
る
。
そ
の
中
聞
に
在
っ
た
小
高
句
麗
時
代
に
於
い
て
も
や
は
り
牛
の
保
有
量
は
豊
か

で
、
農
耕
や
運
送
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
農
業
や
製
車
工
業
の
発
達
は
説
明
し
難
く

な
る
。
但
し
戦
馬
は
小
高
句
麗
国
の
戦
力
が
大
高
句
麗
に
比
し
て
甚
だ
劣
弱
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
必
ず
し
も
従
前
の
如
き
盛
大
さ
が
保

た
れ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。

以
上
、
史
料
猷
少
の
た
め
詳
細
精
確
な
こ
と
は
殆
ん
ど
何
も
い
え
な
い
が
、
牛
の
飼
牧
が
相
当
盛
ん
で
、
小
高
句
麗
の
家
畜
と
し
て
最
も
注

目
す
べ
き
も
の
は
此
の
牛
で
あ
っ
た
と
推
断
す
べ
き
こ
と
だ
け
は
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
項

採

取

業

満
洲
通
古
新
族
の
聞
で
は
古
来
山
野
の
自
生
物
そ
の
他
の
採
取
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
殊
に
渦
海
国
が
純
通
古
斯
系
の
住
む
奥
地
満
州
を
開

発
し
、
又
そ
の
国
力
発
展
の
経
済
的
基
盤
を
外
国
貿
易
に
求
め
、
奥
地
の
採
取
物
を
貿
易
品
と
し
て
中
国
そ
の
他
に
輸
出
す
る
政
策
を
推
進
し

て
か
ら
、
此
れ
ら
の
採
取
ロ
聞
は
そ
の
使
用
価
値
の
外
に
新
に
大
き
な
商
品
価
値
を
も
つ
こ
と
と
な
り
、
自
給
生
産
か
ら
市
場
生
産
へ
と
そ
の
発

展
を
促
し
て
行
っ
た
。
こ
こ
に
そ
う
し
た
発
展
の
推
移
を
細
か
く
辿
る
裕
り
は
な
い
が
、
満
洲
に
於
け
る
比
の
時
代
の
採
取
物
の
品
種
と
そ
の

輸
出
の
例
と
を
示
す
意
味
で
若
干
の
史
料
を
引
用
し
て
お
く
。

冊
府
元
亀
尚
一
一
外
臣
部
・
朝
貢
門
・
後
唐
・
荘
宗
・
同
光
三
年
二
月
の
条
に

湖
海
国
王
大
謹
説
遺
使
義
理
。
貢
人
参
・
松
子
・
昆
布
・
黄
明
・
細
布
・
詔
鼠
皮
被
一
・
祷
六
・
靴
革
・
奴
子
ニ
。

と
あ
り
、
同
明
宗
・
天
成
元
年
四
月
の
条
に

融
海
国
王
大
謹
譲
遣
使
大
陳
林
等
一
百
一
十
六
人
朝
貢
。
進
児
口
・
女
口
各
三
人
・
人
参
・
見
布
・
白
附
子
及
虎
皮
等
。

と
あ
る
は
、
湖
海
が
そ
の
滅
亡
の
寸
前
迄
中
国
と
朝
貢
貿
易
を
続
け
、
翻
皮
・
虎
皮
等
の
狩
猟
品
や
海
産
物
と
共
に
人
参
・
松
子
・
白
附
子
等

小
高
句
麗
国
の
産
業
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二
・
完
）
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日
野
）
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七
0 

の
採
取
薬
材
を
重
要
な
輸
出
品
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
事
で
あ
る
。
満
州
が
人
参
・
松
子
（
松
実
〉
白
附
子
や
蜜
蝋
・
夜
苓
等
の
産
に
富

み
、
此
れ
ら
の
薬
材
が
中
国
へ
の
輸
出
品
と
し
て
代
々
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の
諸
薬
材
の
実
体
や
そ
の
効
能
等
に
就
い

て
は
既
に
鳥
山
教
授
が
詳
細
に
考
説
せ
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
薬
材
は
契
舟
に
も
輸
出
せ
ら
れ
て
い
た
。
殊
に
湖
海
を
滅
し
て

大
帝
国
に
発
展
し
た
後
の
契
舟
は
そ
の
国
力
に
飛
躍
的
な
増
進
を
来
し
た
こ
と
と
、
融
海
故
領
の
遺
民
が
女
直
と
一
体
と
な
っ
て
中
国
と
結
び

契
舟
に
反
攻
す
る
の
を
防
ぐ
巨
的
で
鴨
緑
江
口
に
築
城
し
て
満
華
の
往
来
を
逼
止
し
た
こ
と
と
に
よ
っ
て
、
満
洲
産
薬
材
の
大
量
売
込
先
は
契

舟
に
求
め
る
外
な
く
な
り
、
か
く
て
渇
海
滅
亡
後
の
満
州
か
ら
は
女
直
に
よ
る
契
舟
へ
の
薬
材
輸
出
が
盛
ん
と
な
っ
た
。
遼
史
持
六
食
貨
志
・

征
商
の
項
に

南
雄
州
（
酎
中
）
高
邑
（
噌
）
湖
海
（
噌
）
亦
立
互
市
。
以
通
商
宋
・
西
北
詰
・
高
麗
之
貨
。
故
女
直
以
金
・
吊
・
布
・
蜜
蝋
・
諸
薬
材
。

及
鉄
離
・
綜
鞠
・
子
駅
等
部
以
蛤
珠
・
青
鼠
・
和
鼠
・
隈
魚
之
皮
・
牛
・
羊
・
臨
・
馬
・
議
関
等
物
。
来
易
於
遼
者
。
道
路
繊
属
。
と
あ

る
は
、
契
舟
と
満
洲
と
の
貿
易
が
湖
海
時
代
に
初
ま
り
、
女
直
時
代
に
一
段
と
盛
ん
と
な
り
、
女
直
の
対
遼
輸
出
品
と
し
て
諸
薬
材
が
重
要
な

一
目
を
な
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
右
記
事
は
時
間
的
に
存
在
を
異
に
す
る
激
海
と
宋
と
が
一
括
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
比
れ
は

契
舟
時
代
百
数
十
年
間
に
わ
た
る
推
移
が
平
面
的
に
書
き
記
さ
れ
た
為
に
生
じ
た
文
面
の
不
精
確
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

満
洲
産
諸
薬
材
の
う
ち
で
特
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
の
は
人
参
で
あ
る
。
人
参
は
古
く
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
薬
用
と
し
て
重
用
せ

ら
れ
、
そ
の
為
に
自
生
の
逸
品
は
次
第
に
取
尽
き
れ
、
時
代
を
降
る
に
従
っ
て
そ
の
採
収
を
満
鮮
の
奥
地
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て

行
っ
た
が
、
古
く
は
中
国
の
北
部
山
地
に
も
産
出
し
て
い
た
様
で
あ
る
。
新
唐
書
玲
九
地
理
志
の
河
北
・
河
東
両
道
よ
り
人
参
を
土
賞
品
と
す

る
州
を
拾
っ
て
示
せ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。
尚
参
考
の
た
め
蜜
蝋
・
松
実
等
の
土
貢
州
を
も
掲
げ
て
お
く
。
安
東
都
護
府
・
営
・
檀
・
平
・
幽

等
、
河
北
道
の
誇
州
は
満
華
陸
上
交
通
路
線
上
に
所
在
す
る
の
で
、
そ
の
土
貢
の
人
参
は
満
州
よ
り
の
輸
入
品
が
充
て
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
の
考
え
が
浮
か
ぶ
が
、
そ
れ
と
は
関
係
の
な
い
河
東
の
沢
・
泌
両
州
で
も
土
貢
品
と
し
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
土
産
で
あ
っ
た
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
蜜
蝋
の
産
は
河
北
に
は
無
く
、
河
東
に
多
い
。
然
し
と
に
か
く
長
城
線
沿
い
の
山
地
帯
に
人
参
・
蜜
蝋
・
松
実
等
が
産
出
し



て
い
た
こ
と
は
略
々
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
長
城
線
一
帯
の
風
土
が
適
し
、
唐
代
に
は
現
に
土
産
の
採
取
が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ

の
北
方
の
遼
東
一
帯
で
も
土
産
の
採
取
が
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
所
で
あ
り
、
未
だ
森
林
が
大
き
く
展
開
し
て
い
て
未
開
地
の
多
か

一

州

名

一

道河河

同
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同同同同
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同同同同同同同
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治
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位
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省
・
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京

同

－
虚
竜
県

｜司

－
密
雲
県

熱
河
省
・
朝
陽
県

遼
寧
省
・
大
凌
河
下
流
の
一
一
地

山
西
省
・
大
原

州

同

遼
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置

土
貢
品
名

人

護

松

実

蛍

！蟻

蜜

同同l司同同同同同同同

っ
た
当
時
と
し
て
自
生
品
が
豊
富
に
存
在
し
て
い
た
も
の

と
想
わ
れ
る
o

楊
賓
の
柳
辺
紀
略
玲
に
遼
東
人
護
の
一
項

を
設
け
て
説
明
し
た
の
ち
、
桃
軒
雑
綴
を
引
い
て

生
上
党
刺
山
谷
者
最
良
。
遼
東
次
之
c

古
同
一
麗
・
百
済

次
之
。

と
あ
り
、
更
に

乙
丑
己
後
、
鳥
捌
・
寧
古
塔
一
帯
採
取
巳
尽
。
八
旗

分
地
徒
有
空
名
。
官
私
走
山
者
。
非
東
行
数
千
里
。

入
黒
金
阿
機
界
中
。
或
鳥
蘇
江
外
。
不
可
得
失
c

と
あ
っ
て
、
清
代
に
至
る
も
人
参
は
河
東
よ
り
遼
東
・
朝

鮮
に
か
け
て
産
し
て
い
た
こ
と
、
河
東
・
遼
東
・
朝
鮮
の

順
位
に
品
質
を
評
価
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
遼
東
人
参
が

自
生
品
で
あ
り
、
清
代
に
は
吉
林
・
寧
古
塔
方
面
ま
で
採

り
尽
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
を
述
べ
て
い
る
。
採
り
尽
し
た

の
は
中
国
へ
の
移
出
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
吉
林

や
寧
古
塔
の
方
面
ま
で
採
り
尽
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

そ
の
主
産
地
は
更
に
北
東
奥
地
に
移
っ
て
行
っ
た
こ
と
に
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な
り
、
延
い
て
は
柳
辺
紀
略
に
い
う
人
参
産
地
と
し
て
の
遼
東
は
寧
ろ
満
州
の
北
東
深
奥
部
、
即
ち
広
い
意
味
の
遼
東
の
東
北
辺
縁
部
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。
遼
陽
附
近
を
指
す
狭
い
意
味
で
の
遼
東
は
採
り
尽
さ
れ
て
人
参
産
地
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
然
し
少
く
と
も

巻一一

遼
末
の
頃
ま
で
は
此
の
地
域
一
帯
も
人
参
を
初
め
と
す
る
諸
薬
材
が
多
量
に
産
出
し
て
い
た
。
先
に
掲
げ
た
契
舟
国
志
二
四
至
隣
国
地
里
遺

近
の
項
に
遼
東
半
島
の
昌
蘇
館
（
五
節
度
）
熟
女
直
に
就
い
て

所
産
。
人
参
・
白
附
子
・
天
南
星
・
夜
苓
・
松
子
・
溜
苓
・
白
布
等
。

と
あ
り
、
蘇
子
河
流
域
よ
り
修
佳
・
鴨
緑
江
流
域
に
か
け
て
住
む
所
謂
熟
女
直
に
就
い
て

賓
金
・
吊
布
・
黄
蝿
・
天
南
星
・
人
参
・
白
附
子
・
松
子
・
蜜
等
諸
物
入
貢
北
蕃
（
親
）
。
或
於
辺
上
買
売
。
詑
却
帰
本
国
。
云
云
。

と
あ
る
等
は
、
こ
の
こ
と
を
証
す
る
記
事
で
あ
る
。
先
掲
の
新
唐
書
・
地
理
志
の
土
貢
記
事
と
照
合
し
て
、
唐
・
五
代
・
北
宋
、
即
ち
融
海
・

小
高
句
麗
・
契
舟
時
代
に
は
長
城
線
附
近
よ
り
北
東
、
遼
東
一
帯
に
は
人
参
を
初
め
と
す
る
詩
薬
材
の
豊
富
な
自
生
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。

然
も
一
方
に
は
中
国
の
大
需
要
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
比
の
自
生
地
を
領
土
と
し
て
い
た
小
高
句
麗
に
於
い
て
も
盛
ん
に
此
れ
を
採
取
し
、
重

要
な
商
品
と
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
あ
る
ま
い
。

以
上
、
小
高
句
麗
国
の
産
業
に
就
い
て
考
察
し
た
所
を
要
す
る
に
、
狩
猟
・
採
取
等
の
原
始
的
な
も
の
か
ら
、
漁
揖
・
牧
畜
・
農
業
、
更
に

は
林
業
・
鉱
業
、
木
・
鉄
・
繊
維
の
諸
工
業
が
並
び
行
わ
れ
、
木
材
・
布
及
び
人
参
等
諸
薬
材
は
此
の
国
の
重
要
な
輸
出
品
と
な
っ
て
お
り
、

湖
海
人
・
女
直
人
そ
れ
そ
れ
に
そ
の
住
域
環
境
と
開
化
の
程
度
と
に
応
じ
て
こ
れ
ら
の
諸
産
業
に
従
事
し
、
重
要
産
業
で
あ
る
農
・
林
・
鉱
・

工
業
を
荷
っ
て
い
た
の
は
主
と
し
て
瀬
海
人
（
高
句
麗
人
）
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
産
業
の
発
達
は
早
く
此
の
地
域
を
侵

占
し
た
阿
保
機
の
勃
興
に
大
ぎ
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
筈
で
、
此
れ
を
無
視
し
た
阿
保
機
の
建
国
活
動
に
対
す
る
研
究
は
そ
の
発
展
の
真
相
を

見
失
う
恐
れ
が
あ
る
。
小
高
句
麗
の
占
領
は
契
舟
勃
興
史
に
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
此
れ
を
織
込
ん
だ
研
究
が
切
望
せ
ら
れ
る
。



註

辺
和
田
博
士
還
暦
記
今
伝
来
洋
史
論
叢
所
収
の
拙
稿
「
契
丹
の
前
帰
州
に
就
い
て
」
参
照
。

お
満
蒙
史
論
叢
ニ
巻
所
収
、
同
博
士
「
遼
・
宋
の
交
通
と
遼
園
内
に
於
け
る
経
済
的
発
達
」
。

血
統
資
治
適
鑑
長
編
巻
九
七
天
藤
五
年
九
月
甲
申
の
条
の
宋
綬
の
北
行
路
は
そ
の
一
例
。

お
東
方
史
論
叢
第
一
一
肋
収
、
田
村
博
士
「
遼
宋
交
通
資
料
註
稿
」
参
照
。

お
黄
明
の
内
容
は
判
ら
な
い
。
後
文
に
引
く
契
丹
国
志
に
熟
女
真
の
貿
易
品
名
を
記
し
て
「
金
・
吊
・
布
・
黄
蝋
・
天
南
星
・
云
云
」
と
あ
る
の
と
対
比
し

て
或
は
貧
蝋
で
あ
る
ま
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
詳
し
く
は
研
究
を
要
す
る
。

幻
此
の
吊
が
半
島
の
高
麗
か
ら
の
輸
入
品
の
再
輸
出
で
あ
る
乙
と
は
別
に
発
表
す
る
予
定
の
「
湖
海
国
の
絹
織
物
」
と
題
す
る
論
文
に
於
い
て
考
証
し
て
い

る。
加
此
の
乙
と
に
就
い
て
も
註
幻
の
論
文
で
詳
述
し
て
い
る
。

却
社
会
経
済
史
学
二
六
巻
二
号
所
載
の
拙
稿
「
両
税
法
以
前
に
於
け
る
唐
の
権
塩
法
」

鈎
豚
は
山
林
性
、
羊
は
草
原
性
の
動
物
で
あ
る
と
い
う
。

白
人
間
二
人
で
鋤
を
牽
く
を
い
う
。

銘
鳥
山
教
授
著
「
満
鮮
文
化
史
観
」

小
高
句
麗
園
の
農
業
っ
て
完
）

ハ
日
野
）
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